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編笠山国有林（分収育林地）の伐採について

　令和３年度に満期を迎える分収育林地の伐採を予定しています。
　この伐採は、緑のオーナーと国との契約に基づき行われるものですので、ご理解ご協力をお願いします。

　分収育林とは、生育途上の若い森林を対象に、オーナーの皆様に樹木の対価と、保育及び管理に要する費
用の一部等を負担していただき、契約に基づき国とオーナーの皆様がその樹木を共有して育て、売却時に販
売代金を持分に応じて分け合う（分収する）制度です。

　我が国の人工林は高齢級化が進み、森林吸収量は長期的減少傾向となっています。その減少を抑え、2050
年温室効果ガス排出ゼロの実現に貢献するためには、今後、間伐を確実に実施するとともに、エリートツ
リー等を積極的に活用した再造林を推進し、CO2をより多く吸収する若い林を増やしていくことが重要です。

　利用期を迎えた人工林について、「伐って、使って、植える」といった循環利用を進めつつ、多様で健全
な姿へ誘導するため、再造林等に取り組んでいます。

◎地球温暖化対策と森林吸収量について



隣接地の再造林状況

【伐採跡地】 【現在】

　今回伐採箇所の隣接地（編笠山国有林１３４０ほ・へ・と・ち
林小班、30.84ha）も分収育林地でしたが、平成２４年から伐採を
行い、平成２６年にカラマツ（2,500本/ha）を植付した箇所で
す。
　植付後は、苗木の生育を妨げる雑草や灌木を刈り払う「下刈」
などの作業を行い、再造林を進めています。



※参考（森林・林業基本計画）

　森林・林業基本計画は、森林・林業基本法に基づき、我が国の森林・林業施策の基本的な方針等を定める
ものです。


